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表紙　継続アクト 仙台市野草園
　　 「どんぐり独楽廻し大会」
ライオンズクラブ国際協会 332-C地区
第１R 1-３Zガバナー公式訪問合同例会

台北市太平獅子会CNに参加して　会長 佐々木金治

お月見家族会（第1355回例会）

アクティビティと行事の開催・参加のご報告
・嘉藤亀鶴初代会長のお墓参り
・仙台エコーLC レディの会 秋のお食事会
・ゴルフ同好会 遠征ゴルフコンペ
・継続アクト 仙台市野草園「どんぐり独楽廻し大会」
・仙台東LCとの合同献血アクト（秋）

追悼  菊地三郎L

年間計画（2018年11月～2019年1月）

例会 本日のスピーチダイジェスト

今月号の寄稿「宝塚歌劇団と私」　　  L.菅野徳彦
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※どんぐり独楽廻し大会の紹介記事が中面４頁にあります
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会長　佐々木 金治姉妹クラブ 台北市太平獅子会CN44に参加して
　この度太平獅子会のチャーターナイトの感想を書かせていただきます。
8月16日から19日の予定でチャーターナイト44周年に参加させて頂きまし
た。私も５度位の参加でございましたので毎年開催しているためでしょう
か、少し寂しいチャーターナイトかなと思いました。
　我が仙台エコーライオンズの55周年に来仙された会長も退会されていた
り、新会長とも殆どお話しすることもなく席に座っていたという状態でした。
　今現在は特に招待状もなく毎年参加しているのが現実であります。佐藤
秀彦Lが連絡を取っている状態でして、空港の出迎えもなく帰りはヤンさ
んがひとりでホテルに見送りに来てくれました。以前のような熱烈なる歓
迎は前回も今回も感じられませんでした。長く在籍している会員有志が歓
迎ツアーと沢山の美味しい料理でもてなしてくれました。
　私が思いますには当クラブも姉妹クラブ担当を選任し、アドバイスを受
けながら今後はお話をしていく事を望んでおります。
　ヤンさんがひとり有名店に連れて行ってくれたりして、本当に申し訳な
く感謝した次第でございました。

REP
ORT

　仙台国際ホテルにおいて本年度のガバナー公式訪問が開催され、14クラブ2支
部が参加し、原田善征ガバナーの訪問を歓迎しました。LCIF・合同アクティビティ
基金の表彰では佐々木金治会長がクラブを代表して登壇し、原田ガバナーより記
念品と感謝状が贈呈されました。
　ガバナーアワードには仙台エコーLCからは前会長の佐藤裕司Lが受賞しました。
祝宴余興では東北福祉大学吹奏楽部の演奏で盛り上がりました。

第1R1-3Z ガバナー公式訪問合同例会
2018.9.26（水）　仙台国際ホテル

T O P I C S



　10月25日に行われましたお月見例会には故錦戸ライオンの奥様が出席なされま
した。生前はいつも錦戸ライオンと一緒だった奥様でしたが、最近では私もがんば
らないとねの精神で元気を取り戻して来た様子。皆さんと例会の時に楽しそうに話
されている様子が生き生きとしていて見ている私も嬉しくなりました。「これから
もこのようなイベントがありましたらまたお越しくださいね」、「主人が居なくな
りそれでも私にお声を掛けて頂けるなんて…本当に有難い。また伺っても宜しいで
しょうか？」「もちろん！是非お越しください。ライオン皆で心よりお待ちしてお
りますので。」そんな光景を奥様の隣ではきっと錦戸ライオンが微笑んでいたと思
います。心温まるライオンズのお月見例会の一コマでした。

林昭兵Lからのご挨拶
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開会ゴングをする佐々木金治会長

幹事報告をする前田大輔幹事
本年度の秋の叙勲を受章された伊藤長作L

本日喜寿の誕生日を
迎えた林昭兵L

乾杯のあいさつをする北川英之第一副会長

参加の皆さんで記念の集合写真

今年のアトラクションは津軽三味線の三絃小田島流
高橋勇弥様の素晴らしい演奏を披露頂きました
また、鈴木秋男Lが「さんさ時雨」を唄い
会場を大いに盛り上げてくださいました

本日ご活躍のおふたりによるテールツイスター登場

阿部邦彦Lによるライオンズローアで今年のお月見例会も楽しく終えました

L.藤堂 寿光

C O L U M N

お月見家族会（第1355回例会）
2018.10.25（木）　ホテルモントレ仙台 3F 翠鳴館

例会トピックス
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　去る８月９日、毎年恒例の当クラブ創立者である嘉藤亀鶴
初代会長のお墓参りを行いました。当日は、あいにくの雨模
様でしたが、佐々木金治会長をはじめ９名が参加いたしました。
一同、墓前で、嘉藤初代会長が今日の当クラブの礎を築いた
ことへの感謝を伝えるとともに、今後も当クラブを素晴らし
いクラブとすることを誓い、お参りをいたしました。

　

  
　９月６日（木） レディの会恒例、秋のお食事会が開催されま
した。仙台のフランス料理店では唯一ミシュラン一つ星を獲
得した“ナクレ”さんを貸切にて20名の参加を頂きました。美
味しいお食事とともに笑顔いっぱいの時間となりました。次
回は来春を予定しています。お楽しみに…

LLの会 会長　佐々木 尚子

　10月1日～2日、福島県グランドエクシヴ那須白河において
「仙台エコーLCゴルフ同好会遠征コンペ」が開催されました。
敷地内にあるリゾートホテルでの前夜祭には11名が参加しま
した。台風一過の中、2日のゴルフコンペには10名が参加。
阿部康平さんが優勝、北川英之Lが準優勝されました。

 

　秋晴の下、恒例となる仙台市野草園でのどんぐり独楽廻し
大会を開催しました。今年は東北福祉大学レオクラブさんの
お手伝いもいただき、33名の参加となりました。
　どんぐり独楽を廻してそのタイムを競い合うもので、未就
学児、小学生、大人の３部門に分かれました。今年は新記録
も出て、子供から大人まで楽しんだ一日となりました。

　今年も卸町ふれあい市会場内にて、仙台東LCとの秋の合同
献血アクトを行いました。２日間合わせて95名の方に献血の
ご協力をいただきました。ありがとうございました。

（裏表紙に関連記事あります）

アクティビティと行事の開催・参加のご報告

嘉藤亀鶴初代会長のお墓参り
2018.8.9（木）

レディの会 秋のお食事会
2018.9.6（木）

継続アクト 仙台市野草園
「どんぐり独楽廻し大会」

2018.10.8（月）

継続アクト
仙台東LCとの合同献血アクト（秋）

2018.10.20（土）～21（日）

ゴルフ同好会 遠征ゴルフコンペ
2018.10.1（月）～2（火）
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菊地三郎Lを偲んで
L.熊谷 隆夫

　私が仙台一高の一年生の時、菊地三郎Lは三年生で、旧制仙
台一中に入学した最後の学生で、私の２年先輩です。が、後輩
の私達も皆サブちゃんと呼んでいました。更に２年先輩にお兄
さんの菊地重利L（仙台エコーLC元会長、株式会社菊重社長、
故人）が居られました。更に仙台エコーLCには、私の同級生の
佐藤勝彦L（仙台エコーLCチャーターメンバー、元ガバナー、
ケーエスフタミ株式会社社長、故人）と佐浦英志L（東北工芸製
作所社長、故人）がいました。
　そういう関係で、以前から仙台エコーLCに入会を勧められ
ていました。1987年（昭和62年）サブちゃんが入会することに
なったので、お前も一緒に入れということでエコーに入会しま
した。1998年佐藤勝彦Lがガバナーに就任。ところが佐藤キャ
ビネット15日前に、キャビネット幹事予定者の佐浦Lが急逝し
大騒ぎとなったが、２年後輩の佐藤勝彦Lのために、サブちゃ
んがキャビネット幹事を引き受けてくれて、鈴木秋男Lと私が
キャビネット副幹事として入り、サブちゃん幹事のおかげで仙
台エコーLCは、イチャモンクラブの面目躍如たるものがあっ
たと思います。
　逝ってしまったサブちゃん先輩の思い出は紙面には書き尽く
せません。偉大なる先輩、やすらかにお眠りください。

菊地三郎L・さぶちゃんを偲ぶ
L.金野 伸介

　献血の時期が近づくと、いつもサブちゃんから準備できてる
かと連絡がくる。今年はそれがない。なんと寂しいこと。エコー

LCらしさをしっかり持った大先輩でありご意見番。存在感の
絶大なサブちゃんでした。（エコー内ではちゃん付けＯＫ。ここでも、
ちゃん付けをお許しください）

　サブちゃんは高校の先輩、また卸商団地メンバーという事も
あり、特に目をかけてもらったと思ってますが、実は誰にでも
等しく親身に目を配られていた方と思います。
　葬儀の喪主挨拶の中で「“立場的に、あるべき姿になっていな
い” そのことに対しては厳しく指導する方でした。幾多の厳し
い経験があるからこそ、先廻りして失敗しないよう指導してく
れたと思います。」と述べられました。エコーにおいても、ま
さにその通りの方でした。
　CN45の時、私が会長。大会実行委員長をサブちゃんにして
頂きました。担当年度に入る直前、ベテラン事務局員がやめ、
引継ぎをもないままに今の森さんが新人として入りました。ま
さに背水の陣でスタートという事になりました。中盤で仕事の
遅れが気になってきた時、サブちゃんから「何もかにも一人で
やろうと頑張るな。皆にやってもらえ」と言いながら、大きな
遅れはサブちゃんが自ら引き受けてくれて、みるみる解消しま
した。その時サブちゃんの会社の社長室に度々伺い、隅々まで
完璧なほど整理整頓されてる事には驚きました。勿論LCの過
去の資料も全て整理されてました。
　サブちゃんは、基本の基をふまえ明快なメッセージをちゃん
と持っている人。時にはうるさいと思うことしばしば。 しかし、
あの「こうるさい」アドバイスや注文。今となって、もっと聞
きたいと思うのは、私だけでしょうか。
　ご冥福をお祈りします。合掌

追悼  菊地三郎L
平成30年8月11日 永眠 　84歳。
ご冥福を心よりお祈りいたします。



「宝塚歌劇団と私」
L.菅野 徳彦

　菊地三郎Lの追悼記事は何度読み返しても涙が出てきます。仙台エコーLCは、先輩方々の熱い思いから出来ている事を再認識しました。人と人との
繋がりを何よりも大事にしていることに感謝致します。今年もあと２ヶ月となりました。身体に気をつけて来年も楽しんでいきましょう。

L.齋藤 裕子
編集後記

今月号の寄稿

11月 8 日（木）
 
11月22日（木）

11月11日（日）
 
11月25日（日）
 

12月13日（木）

 
12月20日（木）
 

12月26日（水）
　 ～28日（金）
 
 1 月10日（木）

 1 月30日（水）

 2 月 3 日（日）
　　～4日（月）

第1356回例会・理事会
スピーカー　Ｌ伊藤 孝

第1357回例会

仙台市野草園もみじ茶会

継続アクト 仙台市野草園
「植物感謝祭 植物の詩 作詩コンクール」

第1358回例会・理事会
スピーカー　Ｌ熊谷隆夫

第57回クリスマス家族会
（第1359回例会）
ホテルモントレ仙台

第42回宮城県民体育大会バスケット
ボールジュニアの部 兼 第50回全国
ミニバスケットボール 宮城県予選

第1360回例会・理事会

第1R新年合同例会（第1361回例会）

お歳祝会（京都）

仙台エコーライオンズクラブ
2018-2019年間計画

例会 本日のスピーチダイジェスト

INFORMATION

第1350回例会　2018.8.9（木）
テーマ「ライオンと呼ばれて 今…」 黒澤 武彦L

2018年11月～2019年1月
行事内容

　黒澤武彦Lにご登壇頂き、これまでに出会われた先輩方からの一言を
レジュメにまとめ、クラブへ入会した頃、起業された頃などを懐かし
くお話されました。前三役のお父様、伯父様の名前が飛び出ると会場
が湧き、先輩会員の皆様との思い出を偲ばれ、当時の仙台エコーLCを
教えて下さいました。

第1351回例会　2018.8.23（木）
テーマ「東京五輪への道のり」張本智和後援会　副会長・副事務局長　橋本 久仁子様

　2018年1月の全日本卓球選手権大会で史上最年少優勝を果たし、日
本中が注目する14歳の張本智和選手。2018年4月のアジアカップで
も中国人のトップ選手・世界ランキング一位を破る大金星をあげ、い
ま東京五輪での活躍を期待される張本智和選手を幼少期から支援を続
けられた橋本久仁子様の思いやこれからの期待を講話頂きました。

第1352回例会　2018.9.13（木）

献血アクト
お手伝いの
おねがい！

テーマ「損する給与、得する給与～やる気のもとはエンゲージメントだった」
ミカド電装商事株式会社　代表取締役会長　沢田 元一郎様

塩釡ロータリークラブ  前会長　佐藤 芳郎 様

　沢田元一郎氏が社長を引き継がれた後にご苦労された当時の事、使
命として取り組まれた施策やその成果をお話していただきました。さ
らに、それらの経験を通して見つけられた大切な事、営業力・営業組
織の作り方、人事評価制度の作り方や考え方までお話いただきました。 

第1354回例会　2018.10.11（木）
テーマ「職業奉仕を語る…」

　塩釜ロータリークラブ前会長の佐藤芳郎様にお越し頂きました。
　昭和26年（1951年）に創立された、塩釜ロータリークラブの仙塩エ
リアを中心としたこれまでの奉仕活動や委員会活動についてお話を頂
きました。

　今月号でも掲載した献血アクトですが、お手
伝いするL、LLが段々と少なくなってきていま
す。皆さんに献血の良さをアピールするように
アクトのお手伝いをお願い致します。

　“清く正しく美しく、ああ宝塚”
　まさに40歳であったころ、阪急電鉄本社の方とご縁があって宝塚歌劇団と取引が出来るようになった。当時、生まれたばかりの地方の広
告代理店が超大手と取引できると言うことは前代未聞のことであった。それについては歴史的な神話になった由縁もあったが、こちらも独立
したばかりで会社の将来を考え武器や特色が必要であった。
　ついに宝塚歌劇団指定代理店の看板がもらえる事になった。宝塚歌劇団はではどこでも認知される事になった。
　これまで30年「萩の月」のCMを創るようになって特に印象深い作品は、朝海ひかる出演の三女高（宮城県第三女子高等学校の通称。現宮
城県仙台三桜高等学校）の音楽室で撮った校歌合唱編であった。ふと三女高の校門をくぐり校内に入ったら合唱部のきれいなハーモニーが聞
こえてきた。それも美しいコーラスであった。よし、この校歌でCMを作ろうと思い、すぐにここの校長にかけ合い、朝海ひかるを中心に合
唱部を入れた作品にした。このCMが流れると強い反響があり、同校OGたちが女学生だった頃を懐かしみ涙が出てくるという感想だったと当
時の河北新報の記事が伝えた。
　現在は、星組の礼真琴の出演でCMを創ったが、彼女は天性の運動神経と歌いとダンスが抜群にうまく、少年のような子である。舞台に立
つと堂々として立ち姿も目立って美しい。作風はのびのびとした夢を感じるものになった。この礼真琴が「萩の月」のCMになってからは宝
塚効果もあって「萩の月」は売りに売れている。
　72歳になって初めて満足したCMが出来た。また、彼女をCMに選抜して当たったと思った。これからもあと何十年も宝塚との関係も続く
かと思うと夢もまた続く。


